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八丈島は七島一硫黄島海嶺上の火山の一つで，その西山火山（八丈富士）vcは，有史以来の噴火活動が知
られている，とのような火山の内部構造や熱的状況を把握する上で，向島の地磁気分布を明らかKするとと

の意義は大きい（植田ほか， 1 9 8 3 ）また八丈島Kは，三管区本部八丈水路観測所が定常業務として地磁

気観測を実施しているが，火山島での観測であるため，観測成果の理解にあたっては，火山Kよる局地的異

常を正確K評価する必要がある。ととでは，以上の見地から，今まで水路部が実施した八丈島島内での陸上

磁気調IJ量成果と， 1 9 8 3年7月K実施した航空磁気測量成果の概要を報告する。

2. 陸上磁気測量

八丈島でのプロトン磁力計Kよる全磁力測量は，東山周辺は 19 7 5年4月K，西山周辺については1980

年2月から3月Kかけて実施された。東山周辺Kついては，八丈水路観測所建設候補地点の選定調査のため

K外注Kよb住鉱コンサノレタント紛が実施したものである。西山周辺Kついては，八丈水路観測所職員及び

本庁水路部測量課（当時）穀田昇一氏ほかが測量K従事したもので地上2.8mで複数回測定し，その平均値を

全磁力値として採用している。なな，後者Kついては八丈水路観測所Kなける全磁力日変化記録をもとK外

部磁場変化補正が念されている。

前記の成果をもとK，全島の地磁気全部力分布図を作成した。その結果を第 1~vc 示す。等値練間隔は

l,OOOnTで，西山，東山の測量時期の差Kよる経年変化補正は行っていない。八丈島付近の 1980.0年Kなけ

る全磁力の標準的な値は， 44,300～44,500nTで，その等値績はほぼNE～SW方向に分布する（水路部観測

報告， 1 9 8 3 ）。第1図Kみられる全磁力分布図は，とのような標準的傾向と著しく異なるが， とれは火

山島K起因する局地的な異常Kよるものである。

西山の磁気異常は山体の南側で正，北側で負のダイポール型の異常を示し，その振幅は 7,000nTKも達す

る。一方，東山の磁気異常は山体と必ずしも良い対応を示さず，西山の異常と比べ振幅は小さく，波長も全

般的に長い。とのような分布は，西山が磁性鉱物K富む玄武岩質の熔岩と火山砕屑岩Kよb構成されてい

るのK対し，東山では安山岩質の熔岩・火山砕屑岩が主要構成岩体であるという事実と調和的である。西山

の火口付近で，全磁力等値線が鋭くわん曲しているのは，火口周辺の凹状地形の影響とともK，火口地下深

所の高温域の存在を暗示している可能性がある。東山では，山体と磁気異常との対応は明瞭でないが，とれ

は東山が後カルデラ火山で，元来均ーな山体の磁気構造が，カルデラ形成K伴って崩壊したためと思われる。
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また東山にみられる磁気異常は，北側K正，南側K負の異常を示してなb，逆帯磁の傾向を示す。

八丈水路観測所の位置を図中K示したが，との図からわかるようK同観測所は負異常域の裾野K含まれて

いる。
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第1図八丈島地磁気全般力図（陸上磁気測量）

西山周辺は1980年2月～3月，東山周辺は1975年4月K測量したもの，使用機器は携帯用フ・ロトン＇{itri〕計

3. 航空磁気測量

八丈島の航空磁気測量は 19 8 3年7月2r日，海上保安庁所属YS-11型機K搭載したプロトン破力計

Kよb実施した。磁力計検出部は，機体磁気の影響を避けるため，機体後部の tai1 cone内K納められてい

る。飛行高度は 1,500m，測量期間中の外部磁場変化補正Kは八丈水路観測所の全磁力連続記録を用いて行っ

た。念企時間変化補正の基準値は44,752nTである。第2図は泊lj線図，第3図，第4図は，それぞれ全磁力分

布図及び， IGRF1980モテザルからの残差磁気異常分布図である。

西山の磁気異常の振幅は， 1，叩OnT強，正負の異常のピーク間隔は約 2.8Km，で典型的念グイポーノレ型異
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常を示す。 一方，東山の磁気異常は振幅 615nT，ピーク間隔は約 7.5Kmで，磁化方向はやや東偏していると

推察される。陸上磁気測量結果と比べ興味深い点は，東山にみられた逆帯磁を示す磁気異常が，航空磁気測

量から求めた磁気異常分布Kは見られないととである，ζれは陸上磁気測量Kは地表付近の地形や磁気構造

が強〈反映しているのK対し，航空磁気担｜｜量ではとのよう左表層付近K起因する異常は減衰し，よタ深部の

磁気構造を反映しているためである。東山の磁気異常の正，負の極値間隔が，東山の山体から予想される磁

気異常分布と比べて長いととは，との異常が東山の基盤を構成する古期火山体K伴うものであるととを示唆

する。
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第2図八丈島航空磁気測量担lj線図

測量年月 ；1984年7月21日，飛行高度1,500m，使用航空機：海上保安庁所属LA701機（ YS-11)
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Geomagnetic↑otal-force over HATIZYO-ZIMA 
JULY 1983 
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第 3図八丈島地磁気全磁力図

等値糠間隔 50nT，飛行高度I，日Om

-soー

、柄、

色色‘

•'‘ －‘ 

‘、

~ .... 

， 

‘ 

．－－ 

‘h ・司a

．．．－－ 

．・‘

・・‘

．・‘

“、

一． ． 

ー．

－仁川
．・・ー

'!; 

JJ' 



Geomagne↑ic anomaly map of total-force 

over HATIZVO-ZIMA 
JULY 1983 
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第4図八丈島地磁気全磁力異常図

等値線開解 50nT，飛行高度1,500m，標準磁場 IGRF1980 
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4. おわりに

八丈島の陸上磁気担IJ量，航空磁気測量の結果を紹介した。今後は，とれらについて 3次元モデルKよる磁

気異常解析を行い，八丈島の般気構造と形成過程との関連，さらKは向島火山活動の長期的予測JVCついて研

究を進めていきたい。
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